
  

 
２０２１ 鈴鹿クラブマンレース 
Ｓ－ＦＪ 鈴鹿シリーズ 第６戦 

２０２１年９月 天候：１１日予選 晴れ １２日決勝 雨  参加２６台
 

 

2 月の鈴鹿クラブマンレース Rd.1 でスタートした 2021 年シーズンも今大会が最終戦となる。

6月の Rd.3、Rd4と 2レース行われ、7月の Rd5に続き、今年は9月開催ではあるが、全6レ

ースの 2021 年シーズンを締めくくるべく、26名のドライバーが参加してきた。 

#8  岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ）は Rd.4 を欠場したが、それまで優勝 3

回、2位 1回という成績で 75ポイントを稼いでランキング 1位。優勝はないものの、毎戦表

彰台に登る活躍を見せる#56  佐藤巧望選手（MYST.KK-SII.制動屋.佐藤歯科）が 72ポイント

を稼いでランキング 2 位。Rd.3 のレース 1 で優勝を飾った#38  上野大哲選手（SACCESS 

RACING ES ）が 60 ポイントでランキング 3位。ここまでがチャンピオンの権利を持って今大

会を迎えた。 

また目覚ましい活躍を見せる、#19  冨田自然選手（MYST KKS-Ⅱ/ArugaSupport ）、#39  居附

明利選手（SACCESS Racing ）、#87  森山冬星選手（DIXCEL☆ROYAL/MYST ）、に加え、鈴鹿シ

リーズは Rd.3 のみの参戦だったが、もてぎシリーズでは優勝 2回、2位 1回の成績でチャン

ピオンを獲得した#81  佐藤樹選手（群馬トヨペット Team RiNoA ED ）も今大会に参戦。誰

が優勝してもおかしくない顔ぶれが揃った。 

 



《予選》 

11 日 15 時 30 分から 20分間で行われた予選は、まず#8  岡本大地選手（FTK・レヴレーシン

グガレージ）が 2 分 16 秒 006 を記録してトップに立つと、そのタイムをさらに縮める 2 分

15 秒 718 を叩き出してきた。#56  佐藤巧望選手（MYST.KK-SII.制動屋.佐藤歯科）が 2分 15

秒 749 の 2 番手タイムを記録し、その後も岡本選手より速いセクタータイムを叩き出しなが

らタイムアタックしたが、うまくまとめることができずタイム更新ならず。岡本選手はさら

に 2分 25秒 255 までタイムを縮め、ポールポジションを確実なものにした。 

佐藤巧望選手はなんとか 2 番手で予選を終えたが、その後ろは 3 位#15  小松響選手（Rn-

sports・OKABE・KK-SⅡ ）、4位#38  上野大哲選手（SACCESS RACING ES ）、5位#19  冨田自

然選手（MYST KKS-Ⅱ/ArugaSupport ）、6位#87  森山冬星選手（DIXCEL☆ROYAL/MYST ）、7位

#81  佐藤樹選手（群馬トヨペット Team RiNoA ED ）、8 位#39  居附明利選手（SACCESS 

Racing ）までが 0.5 秒差以内と、僅差の予選結果となった。 

 

 

 

 



■予選トップ 3コメント 

ポールポジション #8  岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

「単独で走れば佐藤選手の方が速いと思いますが、予選のポジション取りが良くて、スリップもいい感じで

使えたので、タイム差を付けてポールポジションを取れました。みんな速くなっているので、レースはどうな

るかわかりません。先行逃げ切りは難しいと思います」 

 

予選 2位 #56  佐藤巧望選手（MYST.KK-SII.制動屋.佐藤歯科） 

「練習では岡本選手と大差なかったのに、彼は 1.5 秒くらいタイムが上がってて、ここまで来るとは思って

いませんでした。16 秒フラットならポールかなと思ってたのに最後、シケインで減速したクルマがあって伸

びきれませんでした。明日は岡本選手に付いていって、最初の数周が鍵になると思います。初勝利、初

チャンピオンなら理想的でうれしい展開です」 

 

予選 3位 #15  小松響選手（Rn-sports・OKABE・KK-SⅡ ） 

「これまでは 7、8 番手だったのですが、事前のテストからレースウイークは調子が良くて、1～2 列目に行

けたらラッキーかなと思って臨みました。うまい具合にアタックが決められて 3 番手が取れました。これまで

より自信がついて気が楽になったのが大きいのかなと思います。ペースは悪くないので、明日はスタート

を決めて、岡本選手とか速い選手に付いていって、いい順位を狙えればいいかなと思います」 

 

《決勝レース》 

決勝日は天気予報に反して朝から雨が降り、S-FJの決勝レースを迎える頃にはフルウエット

状態になっていた。12 日 14 時にフォーメーションラップがスタート。1 周のフォーメーシ

ョンラップの後、14 時 4 分に 10周の決勝レースがスタートした。 

 

スタートを決めたのは 2 番グリッドの佐藤巧望選手で、ポールポジションの岡本選手を抑え

トップで 1 コーナーに入っていった。しかし岡本選手も負けじと佐藤巧望選手に並びかける。



そして勝負がついたのはダンロップコーナー。岡本選手がアウト側に並びかけると、デグナ

ーまでに完全に前に出てトップの座を奪い返した。 

後方では 4 番グリッドの上野選手、5 番グリッドの冨田選手が 1 つずつポジションを上げ 3

位、4 位に。7 番グリッドの佐藤樹選手が 5 位に、9 番グリッドの#61  高木悠帆選手（MYST 

KK-SⅡ ）が 6位に上がってきていた。 

そして冨田選手は 2 周目に 3 位、さらには 3 周目には佐藤選手を抜いて 2 位まで上がってき

た。 

その後方では上野選手を先頭とした 4位争いが激しく、佐藤樹選手、小松選手、#33  伊藤慎

之典選手（テイクファースト＆チャリ走!10V ）、#11  三島優輝選手（Rn Sports 制動屋 

KKS2 ）らが激しいバトルを繰り広げた。 

2 位に上がった冨田選手は、

その時点でトップの岡本選手

と約 2 秒の差があったが、6

周目には 1 秒以内にまで縮め

てきた。7 周目に 2 人はテー

ルトゥノーズとなり、8 周目

のヘアピンで冨田選手が前

に。しかし岡本選手はクロス

ラインで横に並び、200R で

はわずかに前に出たが、スプ

ーンカーブで勝負あり。冨田選手が完全に前に出ると、一気に岡本選手との差を広げていっ

た。 

 

冨田選手はそのままトップチェッカー。5 番グリッドから数々のバトルを制して自身初優勝

を飾った。 

岡本選手は 2 位、佐藤巧望選手が 3 位で、岡本選手の 2 年連続チャンピオンが決定。佐藤巧

望選手はランキング 2位でシーズンを終えた。 

激しかった 4 位争いを制したのは伊藤選手で、集団を抜け出すと佐藤選手に迫る勢いをみせ

ての 4位だった。 

5 位はもてぎチャンピオンの佐藤樹選手。以下小松選手、上野選手、三島選手と続いた。 

 



 

 

■決勝トップ 3コメント 

優勝 #19  冨田自然選手（MYST KKS-Ⅱ/ArugaSupport ） 

「基本的に雨は得意なほうです。岡本選手が手強いと思っていましたが、意外と早く後ろにつくこと

ができたので、様子を見て行けるところで一気に行きました。岡山では表彰台を経験しましたが、鈴

鹿は初表彰台で初優勝です。日本一決定戦ではドライコンディションで岡本選手に勝ちたいと思っ

ています」 

 

2 位 #8  岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

2021 S-FJ 鈴鹿シリーズ チャンピオンを獲得!! 

「スタートで少しミスをしてしまった。1 周目に取り返さないとヤバいと

思ったので、なんとか仕掛けていって前に出ることができた。アルガ

（冨田自然選手）はペースが良かった。抜かれるまでは頑張ったけ

ど、並んだあとは防御するしかなく、前に行かれたのは仕方なかっ

た。1 秒以上ペースが違ったので、この違いを今後検証しなければ

いけないね」 

 

3 位 #56  佐藤巧望選手（MYST.KK-SII.制動屋.佐藤歯科） 

「タイヤのグリップを引き出すことができなかった。もしかしたらセットアップがずれていたのかもしれない。

スタート前にタイヤをしっかり温めたと思っていたのに、うまくグリップしなかった。アルガ（冨田自然選手）

に関してはペースが違いすぎたので、行かせるしかなかった。日本一決定戦で雪辱を果たしたい」 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


